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2020年 1月後半から我が国でも感染者が出現した
COVID-19が，止まることなく蔓延し，5月も緊急事態宣
言で社会活動が制限されている．感染症を受け入れること
で病院内の区域分け，隔離に伴う大幅な人材の確保，そし
て枯渇，病院機能としての救急及び通常診療の維持が難し
くなってきている．脳神経内科医も専門医としての診療だ
けでなく，内科医として COVID-19への診療に従事してい
る医師も多い．例年この時期には，春の学会の学術集会が
終了し，5月下旬の神経学会学術集会の準備が開始される
時期であるのに，2020年初頭には全く思いもしなかった
状況となっている．
社会的には一般企業では在宅勤務による勤務体制の見直
し，集会の禁止による飲食店などの閉鎖に伴う雇用や経済
的な困窮，そして病院では，感染対策はもちろん，定期通
院や検査・手術の必要性と時期の見直し，オンライン診療
の導入，重症患者の治療体制の見直し，など，医療を含め
た社会全体の大きな意識の変革が起こっている．2020年
の約 80年前は第二次世界大戦，さらにその約 80年前は明
治維新，といずれもそれまでの社会的な常識や考え方が大
きく変わった時期があったが，2020年も COVID-19の世
界的な流行による歴史的に大きな変換点として残る年にな

りそうである．
学会の中止や病院業務の見直しと縮小によって会議やカ
ンファレンスも減り，外出も制限されての Stay homeで思
わぬ時間ができたせいか，このところ各種雑誌からの査読
依頼が増えている．これまで学会等で発表してきたもので
いつかまとめたいと思っていた内容や，延期中止されてし
まった学会で発表する予定で勉強してまとめてきたものを
論文として完成させ，投稿しているものと思われる．
COVID-19と比較されることの多いペストの 17世紀のロ
ンドンでの流行時には，大学は閉鎖され，アイザック・
ニュートンも田舎に疎開となり，その疎開暮らしの中で，
微分積分や万有引力などの画期的な着想を得たそうであ
る．院内ではそんな優雅な時間は得られないであろうが，
週末のどこにも出かけられなくなった時間にゆっくりと着
想を練るにはいい機会かもしれない．COVID-19が収束し
た時に医療のあり方は大きく変わってくると思うが，臨床
から得られるものが常に医療の進歩を後押しし続けること
は間違いない．臨床から得られた新たな知見をまとめてい
ただき，投稿していただきたいものである．

 （星野　晴彦）


